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研究成果の概要（和文）：本研究では、オストメイトに対する患者教育の一貫として、オストメ

イトと看護師による参加型学習による患者教育の方法を確立することである。これまでの研究

では、看護師からの一方向的な指導ではなく、オストメイトと看護師による双方の相互主体的

学習が必要であることがわかってきた。この学習は、成人教育を基盤とした新しい患者教育方

法であり、オストメイトの自己管理能力を高める学習として効果的であることも明らかになっ

た。さらに、高齢のオストメイトは、看護師のみではなく看護学生と一緒に学習したいという

新たな学習ニーズもみられ、アイデンティティ保持に大きく結びついた。 
 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to establish a method for training 
ostomates, the patients having ostomies, through participation by both ostomates and 
nurses. An accumulation of our research results in the past has revealed that the patients 
suffering intestinal or urinary diversions through ostomies are in need of mutual and 
proactive training instead of unilateral instructions given by nurses. The mutual proactive 
training is a new educational method for patients, based on the continued adult education 
method. This study has made it clear that our training method has demonstrated the 
effectiveness for enhancing the self-managing capabilities of ostomates. In the process of 
our studies, we have also observed a desire among aged ostomates for participation in the 
training not only together with nurses but also with student nurses. It seems that the 
training course is beneficial for patients in maintaining their identities. 
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１．研究開始当初の背景 
 人工肛門造設術を受けた患者（オストメイ
ト）は、障害者として一生涯を過ごさなけれ
ばならないため、セルフケアの問題や障害に
対する心理的葛藤など、様々な個人的かつ社
会的問題を有しており、社会復帰は困難を極
めている。最近ではオストメイトに対する自
立支援の必要性が注目され、ストーマ外来や
相談室を設置する施設が増えており、継続的
に患者教育を行う支援体制が広がりつつあ
る。しかし、オストメイトの自立に向けた具
体的な患者教育方法について、学術的視点か
ら検討されたものはない。また、「誰から」「ど
のような」患者教育を受けることが効果的か
を検討することも極めて重要である。これら
の社会的・学術的背景を踏まえて、日本オス
トミー協会福岡県支部と協力しながら健康
教室を開催し、患者教育のシステム化や方法
論について研究を重ねていた。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、オストメイトの患者教育
のシステム化の一貫として、患者教育方法に
関する具体的なプログラム開発を、実践を通
して理論的に明らかにすることである。その
ために、①患者会・医療機関・企業・大学の
枠組みで、健康教室を実施し、患者教育のシ
ステム化と実践方法に関するプログラム開
発を図る。②オストメイトと看護師による教
材開発を行うために、オストメイトの学習ニ
ーズについて調査する。③患者教育の方法論
を確立する。 
 
３．研究の方法 
(1)患者教育の方法論に関する文献レビュー
を行う。日本看護科学会誌（1981 年発行～
2007 年）27 巻と日本看護研究学会雑誌（1978
年発行～2007 年）30 巻から、患者教育研究
の歴史的変遷を明らかにした。また、戦後か
ら現在まで継続的に改訂、出版されてきた教
科書から患者教育内容の変遷をみることと
し、1952～1966 年までについては高等看護学
講座、1967～現在までについては系統看護学
講座を選定し分析した。 

表1 学習ニーズ

サブカテゴリー カテゴリー

他機関との連携（２１）

緊急時の対処方法（１３）

継続的な学習（１０）

ストーマケアの方法（１９）

洗腸方法（２）

ストーマに対する知識（１０）

他選択肢（５）

日常生活の仕方（８）

社会生活の仕方（５）
生活（１３）

継続（４４）

知識（１５）

技術（２１）

 (2)オストメイトと看護師による参加型学
習を行う。対象者は日本オストミー協会に所
属しているオストメイト 20 名、WOC 看護師 4
名、看護師 9名。方法は、毎月１回の健康教
室の中で、講義形式の学習後に、WOC 看護師
とオストメイトの個別学習を設ける。どのよ
うな学習ニーズを求め、いかなる教育効果が
得られたのかを、オストメイトに半構造化し
たインタビュー調査を行った。インタビュー
の内容は、対象者の了解の下に録音し、その
状況を記録した。分析は、テープに録音され
たインタビュー内容から逐語録を作成した。

逐語録を一行ずつ読みながらキーワードを
中心にしてカテゴリーに類型化した。 
 
４．研究成果 
(1)医学中央雑誌に登録された患者教育に関
する研究数は、2000 年以降に増加している。 
また、日本看護科学会誌（1981 年発行～2007
年）27 巻と日本看護研究学会雑誌（1978 年
発行～2007 年）30 巻、そして戦後から現在
まで継続的に改訂、出版されてきた看護教科
書 134冊から患者教育内容について分析した
ところ、1950 年当初から患者教育は看護師の
役割として認識されているものの、その教育
方法については述べられていなかった。1970
年代になって患者の権利宣言の影響を受け、
学習理論などを取り入れた患者教育方法が
積極的にみられるようになった。1990 年以降
は、入院日数の短縮化や慢性疾患患者の増加
により集中的な学習支援型の教育内容が発
展してきた。しかし、看護師独自の教育的関
わりや教育方法について未だ明確ではない
ことが問題としてあげられる。 
 (2)オストメイトの学習ニーズは〈継続〉〈技
術〉〈知識〉〈生活〉の４カテゴリーに分類で
きた（表 1 参照）。ストーマケアに対する知
識や技術を、日常生活という経験を通して精
神的にサポートされながら継続して学習で
きるような教育体制を求めていることが明
らかになった。特にオストメイトは、子供の
ような将来活用できるような知識や技術を
教えこむ学習ではなく、それらの学習が熟知
しやすいように、具体的かつ個人的で、即時
的な解決を得られるような学習が適してい
る。そのために健康教室を実施していくこと
は、オストメイトがストーマとよりよく共生
できるように、自己のもてる力を発揮して生
活が送れるための一助になることを明らか
にした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一方、WOC看護師4名と看護師9名について、
オストメイトの患者教育についてインタビ
ュー調査をしたところ、〈患者教育の認識〉
〈患者教育の時間〉〈他部門との協力体制〉
〈教育目標〉〈患者教育内容〉〈教育評価〉と
いう 6カテゴリーに分類された。特に患者教
育の認識と教育評価については、WOC 看護師
と看護師の差異もみられた。 
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